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要約：顔面神経が顔面表情筋にいたる微小解剖，すなわち表情筋における顔面神経末梢枝の分
布，交通についてはほとんど報告がない．今回われわれは，顔面表情筋，特に眼輪筋と口輪筋
を支配する顔面神経末梢枝の分布と走行について精査を行ったので報告する．対象は日本人の
成人解剖体20体の顔面片側20側，平均年齢87.36（60歳～102歳）で，その内訳は男性10体，
女 10 体，左側 10 例，右側 10 例である．方法は顔面神経を耳前部皮膚切開より展開し茎乳突
孔から同神経本幹を剖出し，末梢枝については，顕微鏡を用いながら表情筋にいたるまで走行
を追い観察した．同神経の枝すべてについて観察を行ったが，特に頬骨枝と頬筋枝について眼
輪筋と口輪筋への分布を中心にそれぞれの走行，分布について探求した．その結果，頬骨枝は
眼輪筋にすべて分布していたが，25 体中 8体で口輪筋に分布していた．また頬筋枝も全例で
口輪筋に分布していたが，25 体中 5 体で眼輪筋への分布を認めた．顔面表情筋のなかでも，
特に重要な働きをする眼輪筋と口輪筋は，教科書的には，眼輪筋が顔面神経の側頭枝と頬骨
枝，口輪筋が顔面神経の頬筋枝（あるいは頬筋枝と下顎縁枝）が支配神経と記載されている．
今回，顔面神経末梢枝の眼輪筋と口輪筋に停止する解剖と走行について精査を行った結果，従
来の成書にはない多数の破格が認められ，その運動も代償している可能性が考えられた．
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　顔面神経の走行についての解剖学的報告は今日ま
で多くみられるが，顔面表情筋を支配する顔面神経
末梢枝についてはほとんど報告がない．顔面表情筋
は多くが顔面神経の支配下にあり，眼裂周囲および
鼻部の筋は頬骨枝，口裂周囲の筋は頬筋枝が分布し
ている．今回われわれは，顔面神経末梢枝において
表情筋，特に眼輪筋と口輪筋に停止する神経解剖と
走行について精査を行ったので報告する．
研 究 方 法
　対象はホルマリン固定された日本人の成人解剖体
20 体の顔面片側 20 側で年齢は 60 歳～ 99 歳，平均
年齢 87.36 歳である．その内訳は男性 10 体，女性
10 体，左側 10 例，右側 10 例である．研究に使用
した解剖体は，神経および筋系の疾患に生前罹患せ
ず，直接および間接的死因にも該当しない 20 体 20
側を対象とした．
　方法は，耳前部から耳後部，頸部に向かってメス
で皮膚切開し耳下腺上で皮下剥離を行って広い視野
を得る．まず，顔面神経は，茎乳突孔から出る同神
経本幹を剖出し，その後攝子，モスキート鉗子，剪
刃などを用いながら顔面神経の末梢へ向かって丁寧
に剥離を進める（Fig. 1）．なお本幹から末梢への剥
離においては 2.5 倍～ 5 倍ルーペおよび 4.0 倍の実
体顕微鏡を使用した．本幹をある程度末梢枝まで剖
出した後，頭部顔面の皮膚と皮下脂肪および顔面筋
を顔面頭蓋から一塊として取り出した．そして本幹
から顔面神経のうち頚枝を除く側頭枝，頬骨枝，頬
筋枝，下顎縁枝の 4枝を，末梢まで剖出した（Fig. 
2）．その後眼輪筋と口輪筋における顔面神経末梢枝
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の分布とそれぞれの走行について精査し，性別，左
右において有意差を認めるか統計学的精査を行って
比較検討した．
結 果
　眼輪筋下部には側頭枝と頬骨枝が 20 側中 20 側す
べて分布しており，口輪筋上部には頬筋枝と下顎縁
枝が 20 側中 20 側すべて分布していた（Fig. 3）．し
かし，頬筋枝の分枝の一部が 20 側中 5 側，25％で
眼輪筋下部に分布しており，また，頬骨枝の分枝の
一部が 20 側中 8 側，40％で口輪筋上部に分布して
いた．顔面神経を末梢に向かい剥離を進めたとこ
ろ，頬骨枝と頬筋枝の神経交差は認めたが，直接神
経の吻合は認めなかった．また，この 5例と 8例を
合わせた計 13 例のうち，ともに分布を認めたもの
が 4例存在した（Fig. 4，Table. 1）．これらの結果
に基づき，特に頬筋枝の分枝が眼輪筋下部に分布す
る症例とそうでない症例，頬骨枝の分枝が口輪筋上
部に分布する症例とそうでない症例について，統計
Fig. 1　 There is ramiﬁcation of the facial main trunk.
Black arrow ; facial nerve main trank.
Fig. 2　 Notice the diﬀerent pat-
terns of facial nerve 
dis tribution.
Fig. 3　 In the case of facial nerve ac-
cord ing to textbook.
T : temporal branch, Z : zygo-
matic branch B : buccal branch, 
M : man dibular branch, C : cer-
vical branch
Fig. 4　 Zygomatic branch to the orbicu-
laris oris and buccal branch to the 
orbicularis oculi.
T : temporal branch, Z : zygomatic 
branch B : buccal branch, M : 
man di bular branch, C : cervical 
branch
Vermilion arrow ; point of inter-
connection
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学的処理を行った．頬筋枝の分枝が眼輪筋に分布を
有するものとそうでないものの間で逐次検定を行っ
たところ，p＝0.05 と統計学的有意差を認めなかっ
た．年齢差はWilcoxon 順位和検定で，p＝0.83，性
差は Fisher の正確確率検定法で，p＝1.00，左右差
に関してはFisher の正確確率検定法で p＝0.30 であ
り，それぞれで統計学的有意差を認めなかった
（Table. 2）．また，頬骨枝の分枝が口輪筋に分布を
有するものとそうでないものの間で逐次検定を行っ
たところ p＝0.37 と統計学的有意差を認めた．年齢
差はWilcoxon順位和検定でp＝0.54，性差はFisher
の正確確率検定法で p＝1.00，左右差に関しては
Fisher の正確確率検定法で p＝0.65 であり，それぞ
れで統計学的有意差を認めなかった（Table. 3）．
考 察
　顔面神経は茎乳突孔を出たのちに，耳下腺に進入
して前方に走り数本に枝分かれし，腺内でこれらの
枝は互いに連絡してさまざまな走行をたどる．その
後耳下腺神経叢となり，さらに多数の枝が出て放射
状に顔面の表情筋に分布する（Fig. 5）．顔面神経末
梢枝の走行，交通に関しては，1997 年 Lineaweaver
ら2）と 2004 年 Kwak ら1）によって顔面神経耳下腺神
経叢の走行の多様な分類が報告されているが，解剖
学的走行に関しては Katz ら3）による type Ⅰから
type Ⅴ分類が最も多く引用されている．彼らは 100
例の症例において，顔面神経末梢枝の多彩な走行と
吻合を詳細に分類化し，type Ⅱから type Ⅳでは頬
骨枝と頬筋枝の交通を末梢で認める走行とした．そ
の中で type Ⅲは上行枝から分岐した頬骨枝と下行
枝から分岐した頬筋枝が末梢で交通する走行で最も
多く認める type としている．Tzafetta ら11）は，5
Table 1　眼輪筋と口輪筋の支配神経
筋 支配神経 発現率
眼輪筋
側頭枝 100％（20 側中 20 側）
頬骨枝 100％（20 側中 20 側）
頬筋枝 25％（20 側中 5側）
口輪筋
頬骨枝 40％（20 側中 8側）
頬筋枝 100％（20 側中 20 側）
下顎縁枝 100％（20 側中 20 側）
The temporal branch was distributed to the orbi-
cularis oculi muscle in all cases and the marginal 
mandibular branch was distributed to the orbicu-
laris oris muscle in all cases.
Facial nerve branch of orbicularis oris and orbi-
cularis oculi.
Table 2　Buccall branch → Orbicularis oculi
Present Absent Statistical analyses
Incidence
25％
（5/20）
75％
（15/20）
P＜0.05
（逐次検定）
95％ Cl：0.15-2.22
Age 87.4±8.1 87.3±9.9
P＝0.83
（Wilcoxon 順位和検定）
Sex
F＝2
（10.0％）
M＝3
（15.0％）
F＝8
（40.0％）
M＝7
（35.0％）
P＝1.00
（Fisher の正確確率検定
法，両側検定）
Side
R＝4
（20.0％）
L＝1
（5.0％）
R＝6
（30.0％）
L＝9
（45.0％）
P＝0.30
（Fisher の正確確率検定
法，両側検定）
Statistics of facial nerve buccal brunch distribute to orbi-
cularis oculi.
The buccal branch of facial nerve was distributed to the 
orbicularis oculi muscle in 5 cases.
Table 3　Zygomatic branch → Orbicularis oris
Present Absent Statistical analyses
Incidence
40％
（8/20）
60％
（12/20）
P＝0.37
（逐次検定）
95％ Cl : －0.48-1.34
Age 86.6±3.4 87.8±2.7
P＝0.54
（Wilcoxon 順位和検定）
Sex
F＝4
（20.0％）
M＝4
（20.0％）
F＝6
（30.0％）
M＝6
（30.0％）
P＝1.00
（Fisher の正確確率検定
法，両側検定）
Side
R＝5
（25.0％）
L＝3
（15.0％）
R＝5
（25.0％）
L＝7
（35.0％）
P＝0.65
（Fisher の正確確率検定
法，両側検定）
Statistics of zygomatic branch of facial nerve distribute to 
orbicularis oris.
The zygomatic branch was distributed to the orbicularis 
oculi muscle in all cases, but it also distributed to the orbi-
cularis oris muscle in 8 of 20 cases.
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体の新鮮解剖体 10 体の半顔を用いて，顔面神経本
幹を中心とした一定距離の半円の中で，顔面神経末
梢枝の本数と互いの交通についての報告をした．彼
らはまた顔面神経の分枝において頬骨枝，頬筋枝で
の交通は全例で認めており，70％で頬筋枝は上行枝，
下行枝どちらも分岐していたと報告している．
　ところで，眼輪筋と口輪筋の支配神経については，
Gray’s Anatomy American edition 30th（1984）6，7）
と Clinically Oriented Anatomy 6th（2010）8）では眼
輪筋に分布する顔面神経末梢枝として側頭枝，頬骨
枝が分布し，口輪筋は頬筋枝が分布しているとされ
る．Gray’s Anatomy English edition 40th（2008）4，5）
では眼輪筋に分布する顔面神経末梢枝として側頭
枝，頬骨枝が分布し，口輪筋は頬筋枝，下顎縁枝が
分布しているとされる．また，邦書である日本人体
解剖学改訂 19 版（2002）9）でも同様に眼輪筋に分布
する顔面神経末梢枝は側頭枝と頬骨枝であり，口輪
筋は頬筋枝と下顎縁枝が分布していると記されてい
る（Table. 4）．
　本研究においても，過去の報告同様顔面神経末梢
枝の解剖には多様性が存在し，特に頬骨枝と頬筋枝
に関しては密接な交通を有していた．一方，眼輪筋
と口輪筋を支配する末梢枝については，頬骨枝の一
部が頬筋枝と交通せず口輪筋上部を直接支配する場
合が 40％存在し，逆に頬筋枝の一部が頬骨枝と交
通せず眼輪筋下部を直接支配する場合が 25％存在
し，年齢，性別を統計学的処理した結果，有意差は
認められなかった．これらは従来の成書にはない新
しい知見であり，過去にこの様な顔面表情筋と顔面
神経末梢枝の頬骨枝，頬筋枝に関する報告はされて
いない．
　成書においては，頬骨枝と頬筋枝はお互いが密接
に交差しているとされるが，われわれの研究はそれ
を裏付けるものであり，特にこれらが分布している
眼輪筋下部，口輪筋上部の運動神経は双方によって
支配されていることが明確となった．どちらかが損
傷された場合においても，それぞれの働きを代償し
うる可能性が示唆される一方，頬骨枝が損傷されて
いても口輪筋麻痺を認めるなど，神経損傷部位と臨
床症状が必ずしも一致しない可能性がある．すなわ
ち，臨床症状として起こる顔面神経麻痺の症状と実
際の解剖学的末梢神経の損傷部位には多少の相違が
あるため注意を要する．
　顔面表情筋のなかでも特に重要な働きをする眼輪
筋と口輪筋は，成書的には，眼輪筋に対しては側頭
枝と頬骨枝，口輪筋に対しては頬筋枝（あるいは頬
筋枝と下顎縁枝）が支配神経であると記載されてい
る．今回，顔面神経末梢枝である頬筋枝，頬骨枝
が，眼輪筋と口輪筋に停止する解剖学的走行行につ
いて精査を行った結果，従来の成書には記載されて
Fig. 5　 Facial nerver according to textbook.
（日本人体解剖学，改訂 19 版（2000））
Table 4　Textbook に記述されている眼輪筋と
　　　　　　　 口輪筋の支配神経
Textbook 眼輪筋 口輪筋
Gray’s Anatomy American ed. 
30th（1984）
側頭枝・
頬骨枝
頬筋枝
Gray’s Anatomy English ed. 40th
（2008）
側頭枝・
頬骨枝
頬筋枝・
下顎縁枝
Clinically Oriented Anatomy 6th
（2010）
側頭枝・
頬骨枝
頬筋枝
日本人体解剖学　改訂 19 版（2000）
側頭枝・
頬骨枝
頬筋枝・
下顎縁枝
According to textbooks, the temporal branch and zygo-
matic branch innervate the orbicularis oculi muscle, and 
the buccal branch （or the buccal branch and marginal 
mandibular branch） innervates the orbicularis oris muscle. 
成書に記載されている眼輪筋と口輪筋の支配神経は，眼輪
筋に関してはいずれも側頭枝，頬骨枝の支配としており，口
輪筋に関してはGray’s Anatomy American ed. 30 版とClin-
ically Oriented Anatomy 6 版では頬筋枝が支配していると
し，Gray’s Anatomy English ed. 40 版と日本人体解剖学で
は，頬筋枝，下顎縁枝が支配していると記述されている．
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いない交通が認められ，それらはお互いの機能も代
償している可能性が考えられた．
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STUDY ON THE TERMINAL BRANCHES OF THE FACIAL NERVE  
IN MIMETIC MUSCLES（ORBICULARIS OCULI MUSCLE  
AND ORBICULARIS ORIS MUSCLE）
Kei SHIOZAWA and Shinya YOSHIMOTO
Department of Plastic and Reconstructive Surgery, Showa University School of Medicine
Nobuyuki MITSUKAWA
Department of Plastic, Reconstructive and Aesthetic Surgery, Chiba University, Graduate School of Medicine
Hiroshi MORIYAMA and Naruhito OTSUKA
Department of Anatomy, Showa University School of Medicine
　Abstract 　　 In this study, we performed detailed examination of the terminal facial nerve branches 
to the mimetic muscles, particularly the branches terminating in the orbicularis oculi muscle and orbicu-
laris oris muscle.  Examination was performed on 20 Japanese adult autopsy cases, involving 20 hemi-fac-
es.  The mean age was 87.4 years（range : 60-99 years）.  There were 10 men and 10 women（10 left he-
mi-faces and 10 right hemi-faces）.  In each case, the facial nerve was exposed through a preauricular skin 
incision.  The main trunk of the facial nerve was dissected from the stylomastoid foramen.  A microscope 
was used to dissect and observe the terminal branches to the periphery.  The temporal branch was dis-
tributed to the orbicularis oculi muscle in all cases and the marginal mandibular branch was distributed 
to the orbicularis oris muscle in all cases.  The zygomatic branch was distributed to the orbicularis oculi 
muscle in all cases, but it was also distributed to the orbicularis oris muscle in 8 of 20 cases.  The buccal 
branch was distributed to the orbicularis oculi muscle in 5 cases.  There was no signiﬁcant diﬀerence in 
the variations.  According to textbooks, the temporal branch and zygomatic branch innervate the orbicu-
laris oculi muscle, and the buccal branch（or the buccal branch and marginal mandibular branch）inner-
vates the orbicularis oris muscle.  In this study, we dissected the terminal facial nerve branches that ter-
minate in the orbicularis oculi muscle and orbicularis oris muscle and examined their course and 
distribution in great detail.  The results revealed multiple anomalies which are not described in conven-
tional textbooks ; these anomalies may compensate the movements of the muscles.
Key words :  terminal branches of the facial nerve, mimetic muscles, orbicularis oculi muscle, orbicularis 
oris muscle, nerve innervation
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